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第6回西城フォトコンテスト

作品展示のご案内

「西城の四季」をテーマに

フォトコンテストを開催し、

104点の作品応募がありました。

現在、西城自治振興センター

と県民の森の１階廊下に展示し

てあります。展示替えをしなが

ら全作品を展示しますので、ぜ

ひご覧ください！！

薪ストーブ稼働開始！

年末年始の休館日のご案内

平成３０年１２月２９日（土）～

平成３１年１月6日（日）

上記の期間中、西城自治振興センターは休館いたします。

（部屋の利用は１２月28日～床のワックスがけのため利

用できません。）

新年は１月7日（月）（8：30～）より開館いたします。

今田 心さん（小5）

12月22日（土）「芸備線復活祭」

会場：備後西城駅前

時間：11：00～15：30

対象：どなたでも参加可能

12月28日（金）「館内ワックスがけ」

※センター職員が行います。

12月29日（土）～

1月 6日（日） 休館日

1月4日（金）「新年互礼会」

会場：ウイル西城 2階ウイルホール

時間：11：00～15：30

参加費：3,000円

平成30年度地域づくりリーダー育成事業 先進地視察事業

庄原市自治連合会 岡山県真庭市中和（ちゅうか）地域視察
12月10日（月）

岡山県真庭市の中和（ちゅうか）地域でへ視察に行き、庄原市内の21自治振興区の職員や地域の方

39名が参加しました。西城自治振興区からは、平井事務局長と寺川、薪づくりをされている和田裕

さん（さんわむら自治会）の3名で参加し、「地域資源を活用した経済循環と地域人口増加に向けた

取り組み」について学びました。

中和（ちゅうか）地域では「中和いきいきプロジェクト」を立ち上げ、

・「薪プロジェクト」

地域内の資源を活用し、地域の経済を循環させる。

・「野菜プロジェクト」

家庭菜園などで栽培した野菜を道の駅に出荷することで生きがいを創出し、生産者同士の交流を図る。

・「真庭なりわい塾」

都市部の住民が、地域に入り田舎の暮らしやなりわいを学び、持続可能なライフスタイルを模索する。

・「空き家再生プロジェクト」

自治会と「なりわい塾」の参加者が協力して、空き家の調査を行い、有効活用する。

の4つの事業を柱として、地域づくりをされていました。

中和地域も西城町と同じように少子高齢化、人口流出が深刻な問題となっています。同じような状

況の地域の取り組みを実際に視察して、自分たちの町でもできる事はまだまだある。という印象を受

けました。

山口県光市のコミュニティー連絡協議会の皆さん（市役所から2名、

コミュニティーセンター館長9名）が、西城自治振興区の視察に来ら

れました。光市は山口県南部の、人口5万１千人規模の市です。

今回は西城町の町づくりについて視察に来られ、町づくりの在り

方や人口減少に伴う空き家対策、また地域外との関わり方、その他

充実した協議をすることができました。

中でも人口減少や空き家対策には大変興味を持たれて、多くのご

質問をいただきました。同じ課題を持つ地域同士で協議、意見交換

をすることによりお互いの地域の課題を明確にすると同時に、共有

できたと思います。

山口県光市コミュニティー連絡協議会、視察で来館 11月14日（水）

この度の西城斎苑の閉鎖に関する署名に関しましては、町民の皆様には大変お世話になりました。

おかげさまで1548名（有権者3037名）の署名を集めることが出来ました。この署名を11月22

日に庄原市議会議長へ、11月28日には庄原市長へ提出いたしました。誠にありがとうございました。

この署名は、庄原市議会へ送られ、これをもとに議会で審議されることになりました。

署名に対する御礼と御連絡

11月23日（金）

口和自治振興センターで、研修会がありました。各

地域の取り組みの交流の後、グループで作品作りなど

を行いました。花会議の斎樹義伸さんご指導により出

来た「寄せ植え」を、振興センターに展示していま

す。見に来て下さい。

自治振興センター職員研修 11月19日（月）

←皆さんは「狼煙」、

見えましたか？

（左）「薪プロジェクト」

て作った薪で稼働するボイ

ラー。（温泉施設）

（右）薪の集積場。
空き家（店舗）を利用した地域の集いの場「えがお商店」

平子自治会では、本年も地域をつなぐ狼煙再現に取組まれました。

市内10か所から狼煙が上がりました。西城町は高地区から本村地

区へとリレーする中間地点にあたり、昨年と同様に四天蓋（皆さん

もご存じ、「テレビ塔」）から狼煙を上げられました。西城大橋な

ど町内各所から白い煙がよく見えました。

今年もだんだんと寒くなっ

てきましたね。

西城自治振興センターでは

薪ストーブに火を入れました。

カフェコーナーもありますの

で温まりに来てください♪



 生涯学習自主運営教室の1つとし

て、毎月第4金曜日に行われている

「歌声ひろば」が300回を迎えまし

た。平成17年に活動をスタートし

て、今年で13年になります。13年

間の総参加者数は約300人！！ 

 今回はゲストとして三良坂町で活

動をされている「みらさかギターア

ンサンブル」を迎えて全18曲を披

露されました。31名の参加者も、

一緒に歌ったり手拍子をしたりと、

楽しいひと時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

          

 
 

ｂｙ寺川 

ｂｙ寺川 

地域マネージャー活動報告！ ｂｙ宮本 

第１回  庄原市地域マネージャー連絡協議会 
  地域マネージャーとは、コミュニティや地域資源等を活用した

地域の機能の維持および活性化を推進するため、庄原市が平成２

３年から各自治振興区に設置した取り組みです。スタート時は口

和地区で１名しかいなかったとのこと。現在は、３０名の地域マ

ネージャーが各地域で活動をしています。今回は、活動報告や、

情報交換、交流会が行われました。 

１０月３０日（火） 

今回の議会に参加し、どの地域でも、

共通している課題があることが分か

りました。それは、高齢者の生活交

通不便（免許証の返納後対応、危険

運転）や、若い世代の地域活動への

参加（活躍の場作り）をどのように

取り組んでいくか？「課題は重たい

が、少しずつで良いので、進めてい

く事が大切。地域で協力して下さる

方を増やしていくことが重要。」と

学びました。 

～事例発表内容～ 

口和地域（移住・定住） 
・地域の紹介パンフレット作成 

・定住後のサポート 

山内地域（高齢者） 
・生活実態アンケート調査 

・生活交通検討会議の立ち上げ 

峰田地域（特産品） 
・芍薬部会、クロモジ部会の確立 

・パンフレット、レシピの作成 

庄原地域（歴史・文化） 
・歴史マップの作成 

・散策コース作成 

11月25（日） ★美古登祭り★ 11月11日（日） ★西城っ子まつり★ 

小学校の学習発表会！！ こんなこと学んだよ！あんなこと体験したよ！を地域の皆さんや保護者の方に伝えました。 

２０年前から続く伝統の 

「みことばやし」は、心をひ

とつにして全校で取り組みま

す。迫力満点です！！ 

地域力醸成事業で１年

間を通してもち米作り

をしました。最後は地

域の方へ販売し、完売

しました(^o^)／ 

オープニング

は、合唱。き

れいなハーモ

ニーです♪ 

６年生最後の

発表会。普段

の授業の様子

を劇にしまし

た。 

生涯学習事業「子育て親育ち」 

庄原市西城町保小中高連携会議 教育講演会 11月1日（木） 

 ウイル西城2階（ウイルホール）で株式会社中国放送（ＲＣＣ）の 

アナウンサー本名正憲氏を迎え、「未来を創る君たちへ―ラジオが 

教えてくれたこと―」と題して講演会が行われました。講演の中 

では「相手を尊重し、認めること」「自分を認め、受け入れる  

こと」「夢を持つこと」「失敗から学ぶこと」など、仕事をす 

る上で自身が大切にしている事を本名氏の経験をもとに話され 

ました。当日は、西城中学校と西城紫水高等学校の生徒たちも 

参加し、学校生活やこれからの進路選択において参考になる講 

演会となりました。 

♪歌声ひろば300回記念♪ 
11月9日（金） 

指導者の古川さんは「1000回を目指

して頑張りましょう！」とあいさつを

されました。 

民泊体験実地研修 

～鳥取県視察研修～  
12月1日（土）～2日（日） 

 庄原市さとやま体験交流協議会が開催する民泊の

研修会に参加し、鳥取県倉吉地区に行ってきました。 

 参加者は、協議会の事務局と庄原市の受入家庭

（西城・比和・高野から１９名）で、倉吉地区の受

入家庭５軒に分かれ「そば打ち体験（共同調理）」

「散策」「野菜の収穫」などを体験しました。 

 普段、私たちは受入側ですが、今回は泊まる側で、

（来られる生徒の気持ちになって）実際に宿泊体験

を行いました。 

 参加者からは、「この研修で、子どもたちの不安

な気持ちや、受入家庭さんとの交流の楽しさを身を

もって経験できて良かった。」という感想がありま

した。１泊２日の研修でしたが、意見交換やお互い

の地域のことを知る良い機会になりました。 

廃線トレッキング 
 民泊を通じて色々な 

 交流ができました！ 

今年度の民泊受入を終えて・・・ 

西城町での民泊受入は、３校。大阪、東京、神

奈川の高校生が来てくれました。総勢８３名。

受入家庭軒数は、２９軒の参加がありました。 

ご協力ありがとうございました。来年度も、受

入が決定しています。受入家庭を募集中です！

ぜひ、ご参加ください。 

民泊家庭の助け合い！ 

周防大島町のピンチを救う！  
11月13日（火）～14日（水） 

 １０月２２日に発生した島と本土を結ぶ橋へ

の貨物船衝突事故の影響で、周防大島町で民泊

する予定だった生徒（神奈川県立高校２年生１

１３名）を、庄原市で代わりに、３１軒の家庭

が引き受けました。西城町でも、２軒の家庭が

受入に対応して下さり、７人の生徒が民泊体験

を行うことができました。 

 平成３０年度  民泊受入事業報告 

受入学校数 受入人数 民泊泊数 集団体験者数 消費額

3校 599人 881泊 117人 10,652,246円

■平成３０年度 受入実績（庄原市全体） 

全校児童の元気で爽やかな

歌声が響きわたりました。 

西城のお宝鑑定、

とても盛り上が

りました。 

子ども達はみんなハ

ンパない、パワーで

すねぇ～！！ 

ｂｙ宮本 ｂｙ寺川 

「持ち寄り野菜オリジナル料理教室」を開催しました！ 
                    １１月２８日（水）  

平成３０年度 生涯学習委託事業×第２回農家さん交流勉強会 

<ｍｅｎｕ> 
・大山おこわ 

・具だくさん 

      みそ汁 

・白菜と豚肉の 

      重ね鍋 

・雪もち大根 

    第１回目の勉強会でアンケート調査を行い、その中で教えていただいたレシピ 

   を基に、ご自宅で育てた新鮮な野菜を持ち寄って、料理教室を行いました。 

    当日の参加者は、４人とちょっと少なかったのですが、手際よく進めることが 

   できました。しかし、少しおこわが硬くなってしまい、すぐに蒸し器で対応。 

   さすが！農家さん、かえってふっくらと美味しく炊くことができました。「自分 

   で育てた野菜を持ち寄ってしたところが、お互いの野菜の出来具合が分かって良 

かった」「ジャンボピーマンは皮がやわらかく甘味があって、来年、植えてみようと思

う」などの感想がありました。今回、作ったレシピは、西城自治振興センターにありま

す。ぜひ、みなさんも作ってみませんか？ 


